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東北地域地盤災害研究委員会 

第２回委員会 議事録 

 
１．日 時：平成 19 年 3 月 1 日（木） 10 時 00 分～12 時 00 分 
２．場 所：仙台市 「エルパーク仙台 セミナーホール」 
３．出席者：下記のとおり 

○ 委員長：神山 眞 
（東北工業大学） ○

幹事委員：佐藤 真吾 
（復建技術コンサルタント）

○
幹事委員：仙頭 紀明 

（東北大学） 

○ 委員：片岡 俊一 
（弘前大学） 欠

委員：及川 洋 
   （秋田大学） ○

委員：山本 英和 
   （岩手大学） 

欠 委員：粕渕 辰昭 
    （山形大学） ○

委員：風間 基樹 
   （東北大学） ○

委員：中村 晋 
   （日本大学） 

欠 委員：熊谷 浩二 
    （八戸工業大学） ○

委員：吉田 望 
   （東北学院大学） ○

委員：佐瀬 浩市 
   （東北地方整備局） 

○ 委員：松岡 直之 
    （東北農政局） ○

委員：松尾 伸之 
   （JR 東日本） ○

委員：久保田 謙作 
   （東日本高速道路） 

○ 委員：籠谷 雅博 
  （NTT インフラネット） ○

委員：橋本 修一 
   （東北電力） ○

委員：加藤 嘉憲 
   （日本気象協会） 

○ 委員：山口 晶 
    （東北学院大学） ○

委員：上島 照幸 
   （宮城大学） 欠

委員：佐藤 陽 
   （コサカ技研） 

○ 委員：藤井 登 
    （奥山ボーリング） ○

委員：高橋 一雄 
   （テクノ長谷） ○

委員：長田 正樹 
   （応用地質） 

○ 委員：諏訪 朝夫 
（基礎地盤コンサルタンツ） ○

委員：原田 政寿 
（国際航業） ○

委員：柴田 一之 
   （鹿島建設） 

総員；27 名、欠席者；4 名、出席者；23 名 

４．議事次第： 
（1）開会挨拶（神山委員長） 
（2）前回議事録確認（神山委員長）；資料№2-1 
（3）本日開催のワークショップについて（神山委員長、仙頭幹事委員）；資料№2-2 
（4）地盤災害研究委員会規則（案）について（神山委員長）；資料№2-3 
（5）平成 19 年度の活動計画について（神山委員長）；メモ 
（6）小委員会の活動について 
 Ｘ年宮城県沖地震小委員会（吉田委員長）；資料№2-4 
 地盤データベース利活用小委員会（風間委員長）；資料№2-5，2-6 
（7）予算計画について（佐藤幹事委員）；資料№2-7 
（8）その他（名刺作成、腕章・ヘルメット作成 ほか）；資料№2-8， 2-9 

 
５．配布資料： 

資料№2-0；第 2 回委員会議事次第 
資料№2-1；第 1 回委員会議事録 
資料№2-2；「地盤情報データベース利活用と災害対応に関するワークショップ」プログラム 
資料№2-3；(社)地盤工学会東北支部地盤災害研究委員会規則（案） 
資料№2-4；Ｘ年宮城県沖地震小委員会 第 1 回委員会 議事録 
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資料№2-5；地盤データベース利活用小委員会 第 1 回委員会 議事録 
資料№2-6；地盤データベース利活用小委員会 委員の公募について 
資料№2-7；平成 19 年度予算（案） 
資料№2-8；名刺作成例 

 
６．本委員会における決定事項： 
(1) 第３回委員会を平成１９年１０月１１日（木）１３時３０分～１５時３０分に仙台市内で開

催する。 
(2) 第４回委員会を平成２０年３月６日（木）１３時３０分～１５時３０分に仙台市内で開催す

る。 
(3) 宮城県沖地震３０周年ワークショップ（仮称）を、平成２０年６月７日（土）に仙台市内に

て開催する。またワークショップ準備 WG を設置する。 
(4) 第２回委員会の議論を踏まえて，再度委員長と幹事で規約を加筆修正し，メーリングリスト

を通じて委員に周知する．メールによる審議を行い，意見を反映させた後，評議員会と総会

に諮り，最終決定とする． 
(5) 委員会の名刺とヘルメット（シール）と腕章の作成の方針を決定した． 
(6) 災害発生直後に災害調査を行うか否か相談するために， 3 名のカウンシルメンバーを選出す

る． 
以上、文責：仙頭紀明 


